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特集　ヒューマンファクター

　安全性を向上させるための対策として，安全について教育をしたり指導をしたり
することは，重要なことです。本記事では，そもそも教育とはどのようなものか，
安全についての教育はどのようなものであるかについて考えたいと思います。そし
て，自己チェックを使って自分の弱点に気付いてもらい，コーチング（☞参照）に
よる面談を通して，弱点を補うための自主的な工夫を促すことで，作業者の安全意
識の向上を目指した指導手法について紹介します。
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☞ コーチング
　比較的新しい言葉で，人材育成の技
法，コミュニケーションの技術など，
いろいろな捉え方がある。ここでは，
相手の目標達成や成長を支援するため
の継続的な面談と捉える。

教える内容，教える場面などにより，

適切なやり方は異なってくるでしょう

し，結果が予測通りにならないことも

多いからです。また，多くの人に効果

的でも，少数の人に悪い効果が現われ

ては問題です。平均だけを見ていては

十分でなく，最高レベルの人，最低レ

ベルの人など，個々人の成果を考慮し

なくてはなりません。

教育とは何でしょう
　そもそも教育とはどのようなもので

しょう。後輩や部下を日頃教えたり指

導したりする人の多くは，自分が受け

てきた教育しか知らず，自分なりの教

育のイメージで行っているのではない

でしょうか。

　筆者のイメージは，教育は教師が教

科書を用いて授業を行い，生徒は授業

を中心として，その内容を身につける

もの，です。内容は，社会に役立つ大

人になるために必要な知識やその使い

方，でしょうか。

　筆者はコーチングというものに触れ，

これは自分の考える教育とは根本的に

違うと思いました。コーチングは，人材

育成の技法，コミュニケーションの技術

安全性向上のための対策
　鉄道の安全性向上のために，さまざ

まな角度から対策が行われています。

人間の側面からの対策に限定しても，

運転適性検査，教育訓練，作業マニュ

アルなどがあります。それぞれ重要な

対策ですが，安全に対して低い意識の

作業者が混じると，多くの対策の効果

がなくなったり，薄れたりします。そ

ういう意味では，安全意識についての

教育は非常に重要だと言えます。

　教育というのは効果が出るのに時間

がかかったり，人によって効果の出方

が異なったりするため，どのようなや

り方がよいのかを明確にしにくいもの

です。今行っている教育が本当によい

のか，他にもっとよいやり方があるの

ではないかと悩むこともあろうかと思

います。

　残念なことですが，教育に一つの正

解はありません。教える人，教わる人，
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など，いろいろな捉え方がありますが，

人の成長を支援する手法としてビジネ

ス界などで広まりつつあるものです。

ティーチングとコーチング
　筆者の従来の教育イメージをコー

チングとの対比でティーチングと呼

び，教育する相手をどう見ているかの

違いを表1にまとめました。ティーチ

ングでは相手にその知識やその能力が

なく，向上心に期待できない受身の存

在で，授業や講義のように集団として

扱うことがふさわしいと考えます。一

方，コーチングでは相手は表に現れて

いないだけでその知識もその能力もあ

り，向上心ある自律した存在で，一人

ひとりの個性にあった対応がふさわし

いと考えます。

　次に具体的なアプローチの違いを

表2にまとめました。ティーチングで

は知識ややるべきことを教え，その理

由を教えます。そして叱ったり褒めた

りして，教育内容がそのまま相手に移

し込まれることを目指します。一方，

コーチングでは知識もやるべきことも

その理由も相手に考えてもらい引き出

していきます。できなくても叱ったり

せず，その理由を明確にして解決を促

します。褒めることはしますが，それ

で相手を自分の思う方向に誘導しよう

とはしません。

ティーチングはだめ？
　このようなまとめ方をすると，コー

チングは素晴らしい，ティーチングは

だめ，という印象になりかねませんが，

そうではありません。鉄道の安全につ

いての教育で考えてみましょう。

　新入社員に鉄道の安全のしくみ，装

置やシステムの知識などを教える場合，

コーチングでは，鉄道はどんなしくみ

で走れば安全かを考えてもらい，鉄道

技術の歴史を最初から自力で発見して

いくのを見守ることになります。とて

も非効率で現実的ではありません。基

礎的な知識や技能は，集団に対して同

じ内容を同じやり方でティーチングす

る方が効率的です。

　そして，ティーチングの中で，伸び

悩んでいる者をフォローしたいと思っ

たら，コーチングが適切です。どこが

分からないのか，なぜ分からないのか

は，人により違います。それを引き出

していくことは，コーチングが得意と

することです。

安全指導はコーチング
　社員に新しい装置のことを教えた

り，事故事例を説明したりする際には

ティーチング，安全意識を高めること

を期待するのであればコーチングが適

切です。

　安全意識は，人の価値観の問題です。

知識や技能は職務において必要である

ことを疑問には思いませんが，安全と

効率のバランスをどうするかは正解が

なく，一人ひとり持論があります。教

える側が自分の価値観を押し付けても，

反発したり，うわべは従っても隠れて

抵抗したりすることが起きます。反発

を少なくするためには，相手に価値観

を押し付けるのではなく，安全を尊重

する価値観を自分の意思で持てるよう

に支援する方がよく，それがコーチン

グの目指すことです。

安全指導のやり方
　では，具体的にはどのようなやり方

でコーチングを行えばよいのでしょう

か。ここでは，運転士を対象に試行し

たやり方を紹介します。

　まず，コーチングは，正直，簡単で

はありません。プロのコーチとしての

資格を得るためには努力と時間が必要

です。ただ，会社の研修講師に教員免

許は必須でないのと同じように，コー

チングのプロ資格を必須とする必要は

ないでしょう。コーチング研修を受け

たり，書籍などで自主的に学んだり，

仲間で勉強会を行ったりすることで対

応できると思います。試行した会社で

ティーチング（教える） コーチング（支援する）

相手にはその知識やその能力がない 相手にはその知識もその能力もある 

相手の向上心に期待しない 相手の向上心に期待する

相手は受身である 相手は自律している 

相手は集団の中の一人 相手は個性ある一個人

ティーチング（教える） コーチング（支援する）

相手に知識を教える 相手の知識を引き出す

相手にやるべきことを教える 相手にやるべきことを考えてもらう 

なぜやるべきなのかを教える なぜやるべきなのかを考えてもらう 

やらない，やれない相手を叱る やらない，やれない理由を考えてもらう 

やった，やれた相手を褒める 同左 

表1　見方の違い（ティーチングとコーチング）

表2　アプローチの違い（ティーチングとコーチング）
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☞ 日常的注意経験質問紙
　大阪大学篠原教授らが作成。32 項
目の質問項目で，注意についての 4 つ
の特性の傾向を把握する。ここでは 1
つの特性が運転士の仕事場面に対応し
ないため削除し，対応する項目を減ら
し 26 項目としている。

は，外部講師による2日間のコーチン

グ研修が実施されていました。

　ただ，「コーチング研修を受けても

実際にはうまくできない」「うちの会

社ではコーチングができるような人が

いない，だから無理です」という声を

よく聞きます。それに対しては，「ま

ずはやってみましょう，実践の中で

コーチングの技能も成長していきま

す」と答えています。

　さらに，コーチングに悩んでいる指

導者に対して，その上司などがコーチ

ングにより支援していくという構図が

できると理想的です。

自己チェックを活用
　とはいえ，いきなりコーチングを使っ

て安全指導をしましょうと言っても戸

惑います。そこで，何についてコーチ

ングを行うかを絞り，ハードルを低く

します。例えば，安全に関係する「注

意」の働きについて絞ることとし，それ

について対象者に自己チェックをして

もらいます。そして，どのような面に

気を付けるか，どう気をつけていくか，

についてコーチングを行っていきます。

　自己チェックは日常生活の中での注

意の能力や傾向を調べる日常的注意経

験質問紙1）（☞参照）を若干修正して用

います。「自分自身の集中力は思い通

りにコントロールできる」など26項目

の質問に対して，自分があてはまるか

を5段階で回答し，注意を集中する能

力，注意のそれやすさ，上手に注意を

割りふる能力の3つの特性について調

べるものです（図1）。

　具体的には，注意を集中する能力は

「自分の意思や作業の特徴にしたがっ

て，自分の注意力（集中力）を思った

ように高めることができる能力」，注

意のそれやすさは「自分の意図に反し

て，注意が適切な対象以外のものごと

に向けられてしまう傾向」，上手に注

意を割りふる能力は「複数の課題をう

まく組み合わせたり，新しい課題が加

わってもうまく注意を割りふることが

できる能力」のことです。

フィードバックの仕方
　次に，それぞれの特性について，得

意，平均的，苦手の3段階に評価します。

この評価は絶対的な基準ではなく，一

緒に受けたグループの中で3等分して

決めます。その方が，一定数の人に苦

手評価をフィードバックすることがで

き，気付きを促す効果が高いからです。

　図2は，フィードバックの例です。

解説文に続いて，その特性が問題にな

りやすいのはどのような作業場面なの

か，そのような場面で事故にならない

ために自分でどのような対策，自主

的工夫2）ができるかを考えてください，

と気づきを促しています。

グループ・ミーティング
　フィードバック用紙を返して，読ん

でもらうだけでは，注意の特性につい

て十分に理解するのは難しいため，解

説のための講義を行います。そして，

講義だけでなく，参加者同士で注意に

関することを話し合ってもらいます。

　講義では，それぞれの注意の特性が

どのように事故につながるのかを事例

を使って解説します。

　話し合いのやり方は，まず，5名程

度の小さなグループに分かれて，大き

な紙に表を作ります。そして，3つの

注意特性それぞれについて，1）この

特性が心配な人の数，2）エラー事例

と類似した自分の体験談，3）事故防

止のための工夫，を話し合って記入し

ます。最後に各グループが発表します。

　講師は，やり方を説明した後，各グ

ループを回り，質問に答えたり，困っ

ているグループに助言したり，議論を

膨らませたり，活気づけたりします。

　このような話し合いをすることで，

注意の特性についての理解が深まり，

他の人が行っている安全への自主的工

夫についての知識も得られます。

面談
　面談では自己チェックの回答結果，

フィードバック内容，グループ・ミー

ティングでの発表内容などを把握した

上で行います。

図1　日常的注意経験質問紙の質問項目例

自分自身の集中力は思い通りにコン
トロールできる。

二つのことを効率よく組み合わせる
方法にすぐ気づく。

会話中に、まわりの出来事に気をと
られて、相手の言葉から注意がそれ
ることがよくある。
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　そして，フィードバックの結果では

なく，本人が心配と思う注意の特性に

関して，今後，どのような自主的工夫

を行っていくかを聞き，それをどう支

援していけるかを，コーチングを用い

て話し合います。

　面談は1回だけでなく，繰り返し行

うことが必要です。

　以上のように，運転士に注意の側面

から安全を考えてもらい，自主的工夫

を促していくことが提案する手法にな

ります（図3）。他の職種についての対

応も可能ですので，参考にしていただ

ければ幸いです。なお本手法の試行経

過については，鉄道総研報告5月号で

紹介しますのでご参照ください。

図2　フィードバック例

図3　自己チェックを活用したコーチングによる安全指導手法
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